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新型コロナウイルス 「感染拡⼤」と「経済危機」のトレードオフで判断に差 
 
世界にとっても⽇本にとっても、今回のコロナウイルス禍の広がりによる被害は第⼆次世
界⼤戦の悲劇以来であるといわれている。⽬前のコロナ伝播は制御できるように⾒えても
敵も巧妙である。感染⼒が強いためにどこからともなく⾶び⽕し、その感染経路がつかみに
くい。最善の策は外出⾃粛以外にはない、というのが世界の共通認識である。 
 
神⼾新聞には欧州の１⽇あたりの新規感染者数が図⽰されている。この図を⾒ると、感染者
数と死者数が多かったスペインやイタリアにおいて、その感染拡⼤はかなり下⽕になった
ように⾒える。だが、どう⾒ても安⼼できるレベルにまで感染が抑え込まれたようには⾒え
てこない。欧州全体を⾒た時には、スペインやイタリア以外の国々の合計では感染者数に⼤
きな変化はなく、これから感染者数が減少して⾏くのか、あるいは増加して⾏くのかは不明
であり、どちらの⽅向に進んでも不思議ではない状況である。 

 
このような状況下にはあるが、欧
州各国は都市封鎖を解除し、経済
活動を再開する動きにある。感染
拡⼤と経済クラッシュを両天秤
にかけた時、背に腹は代えられな
くなったということである。 
 



⽇本でも多くの中⼩企業、特に商業においては多くの会社が存続の危機にあるものと思う。
それでも⽇本政府は５⽉末までのさらなる１カ⽉間、緊急事態宣⾔の継続を決定した。欧州
と⽇本のこの決定の違いが、両者の運命にどのような形で表れてくるのか？ 歴史の壮⼤
な実験となる。 
 
 
５⽉ 景⾊はこんなに明るく晴れやかなのに 

 


